










要約:特発性ネフローゼ症侯群のステロイド療法に対する反応性を明らかにするために、

ネフローゼ症侯群の治療前およびステロイド投与中の末梢血単核球亜型を測定し治療効果

との関連性を検討した。その結果、1)ネフローゼ症侯群治療前の末梢血中 CD3(成熟 T 細

胞)、CD4(ヘルパー/インデューサー T細胞)、CD8(サイトトキシック/サプレッサー T細胞)、

CD16(ナチュラルキラー細胞)、CD19(B 細胞)および CD14(マクロファージ/モノサイト)各

陽性細胞は、いずれも健康小児と差がなかった。2)再発の少ない群ではステロイド投与前

に比し投与中の CD3、CD4 陽性細胞および CD3+Leu8+細胞(サプレッサーインデューサー T

細胞)は有意に減少し(p＜0.05)、CD14 および HLA-DR 陽性細胞は有意な増加を示した(p＜

0.01 および p＜O.05)。再発の多い群ではステロイド投与の前後で明かな変動を認めなか

った。CD8、CD16 および CD19 陽性細胞は、両群ともステロイド投与による明らかな変動

はなかった。3)ネフローゼ症侯群の治療前の CD23 陽性 B細胞および CD23 陽性マクロファ

ージ/モノサイトでは、一定の傾向はみられなかった。

ネフローゼ症侯群の発症時の末梢血単核球亜型は健康小児と差がないが、ステロイドの投

与による末梢血の CD3 や CD4の減少および CD14や HLA-DR 陽性細胞の増加は、ステロイド

に対する反応性が良いと評価する 1つの指標になると考えられた。


